


要約: 慢性肺障害に対するデキサメサゾン早期投与療法が提唱され、その慢性肺障害発症

抑制効果が報告されている。これまで、急性炎症期の肺に対するデキサメサゾンの効果を、

肺洗浄による急性肺障害モデルを用いて検討したが、今回はこのデキサメサゾンの肺障害

抑制効果に対する肺サーファクタントの関与について検討した。デキサメサゾン投与によ

り、血液ガス所見の改善を認め、肺胞洗浄液中の総蛋白量及びトロンボキサン B2 の上昇

及び多核白血球数の肺内集積を抑制する効果を認めた。さらに、デキサメサゾンは生理活

性の低い肺サーファクタント分画が増加するのを抑制する効果があった。これらの結果は、

急性炎症期におけるデキサメサゾン投与が、肺サーファクタント代謝に影響を与えて、慢

性肺障害への進展を予防できる可能性を示唆するものと思われた。


